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した治療法へ研究が発展しつつある。薬物の病巣到達性を向上し、薬効および患者のQuality of Life (QOL) を
高め、副作用を軽減させる Drug Delivery System (DDS) と HIFU の併用研究は、音響力学的療法 
































共同研究開発した。本研究で開発したHIFU 送信ユニットは、32 チャネル単位で 256 チャネルまで対応するス
ケーラブルな構成を有する小型で高効率な HIFU 送信ユニットである。これを HIFU トランスデューサ、ロボ
ットアーム、脱気水精製水循環ユニット、超音波診断装置と組み合わせてSDTシステムとし東京医科大学でSDT
臨床研究を実施した。これらは、ベッドサイドに置けるほどコンパクトに纏められた。尚、開発した SDT シス
テムは、患者電気安全性を確保するための規格 (IEC 60601-1) を遵守したので臨床研究に適したシステムとして
構築できた。 
 


























本研究成果たる HIFU 送信回路は、キャビテーション援用 HIFU 送信回路としては現状考えうる最良の回路
構成になったと考える。更に、先行研究で提案された超音波装置に重畳したHIFUノイズ除去手法の実用上の問
題を臨床研究から明らかにすると共に対策手法の提案・検証を行い、臨床研究終盤にはその成果を臨床適用でき
た。この結果、患者安全性を確保したHIFU治療システムが構築されると共に、臨床に適した超音波画像を構成
することができた。本論文は、患者 QOL と安全性向上のみならず、医療費削減、労働損失低減の社会ニーズに
合致したものであり、必ずや医用超音波工学、超音波物理工学の発展に寄与するものと考える。 
 
